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４．研究開発の成果 

目的 

SPring-8におけるオンサイトタンパク質試料生産支援体制を確立し、ビームライン利用者を設備と技術

の両面から支援する。解析拠点全体としての活動に加え独自の講習会や受託分析を通じて新規ユーザー

を開拓し、共同研究を行う。理研発の要素技術を組み合わせ、高難度タンパク質から高分解能結晶を効

率的に取得する基盤を構築する。 

 

実施概要 

タンパク質試料生産の SPring-8 におけるオンサイト支援体制の構築を進め、講習会や受託分析の実施

により利用者支援の促進を図った。また、高分解能結晶取得技術の高度化を進めた。 

 

成果の内容 

支援として、タンパク質試料生産の SPring-8 におけるオンサイト支援体制の構築を進めた。支援課題

を継続実施した結果、1 件について論文発表 1)することができた。さらに、講習会（導入研修 2)、スポ

ット研修）、受託分析、コンサルテーションの実施により利用者支援の促進を図った。一方、高分解能

結晶取得技術の高度化として、高分解能結晶取得システムの開発と膜タンパク質生産の高度化を進めた。

高分解能結晶取得システムの開発では、タンパク質分子表面の簡便な実験的同定技術を組み込んだシス

テム構築、結晶パッキングの統計解析およびエネルギー計算の結果を検証するための結晶化実験を進め

た。また、膜タンパク質生産の高度化として、タンパク質の安定化変異体作成のための方法論開発を進

めた。その結果、100℃超の高温領域での耐熱化法について論文発表 3)およびプレスリリース 4)を行うこ

とができた。 
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